
(57)【要約】

【課題】チャンネル径よりも大きな径の処置具が挿入さ

れのを規制可能であると共に、処置具の挿通性をより向

上させた処置具挿通路を構成する。

【解決手段】内視鏡の操作部に外部に突出して固定され

た処置具挿入口金から、吸引チューブへの分岐部材、お

よび湾曲通路部を構成するパイプ部材の湾曲部を経て、

パイプ部材と鉗子チャンネルとの接続端部に至る挿入経

路において、パイプ部材の湾曲部よりも下流側に処置具

挿通路全長における最小内径を形成する。例えばパイプ

部材における鉗子チャンネルとの接続端部に、径が縮小

された縮径部を形成し、この縮径部の内径を最小内径と

する。この構成により、チャンネル径を超える処置具の

挿入を規制することができると共に、処置具の挿入をよ

りスムーズにすることができる。

【選択図】　　図２

JP 2004-8673 A 2004.1.15



【 特 許 請 求 の 範 囲 】
【 請 求 項 １ 】
体 腔 内 へ 挿 入 さ れ る 挿 入 部 内 に 、 処 置 具 を 挿 通 さ せ る た め に 形 成 さ れ た 可 撓 性 チ ュ ー ブ か
ら な る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル と 、
前 記 挿 入 部 の 基 端 部 分 に 連 結 し て 設 け ら れ た 操 作 部 に お い て 、 外 部 に 開 口 し て 設 け ら れ た
、 処 置 具 を 挿 入 す る た め の 処 置 具 挿 入 口 金 と 、
前 記 処 置 具 挿 入 口 金 と 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル と を 連 通 さ せ る た め の 、 湾 曲 部 を 有 す る 湾 曲 通
路 部 と 、 か ら な る 処 置 具 挿 通 路 を 有 し 、
前 記 処 置 具 挿 通 路 全 長 に お け る 最 小 内 径 を 、 前 記 湾 曲 通 路 部 に お け る 湾 曲 部 よ り も 前 記 鉗
子 チ ャ ン ネ ル 側 に 設 け た こ と 、 を 特 徴 と す る 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ２ 】
前 記 最 小 内 径 は 、 前 記 湾 曲 通 路 部 に お け る 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 側 の 先 端 部 近 傍 に 形 成 さ れ
て い る 、 請 求 項 １ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ３ 】
前 記 処 置 具 挿 入 口 金 、 お よ び 、 前 記 湾 曲 通 路 部 に お け る 前 記 最 小 内 径 が 形 成 さ れ た 部 分 以
外 の 部 分 は 、 前 記 処 置 具 挿 通 路 全 長 に お け る 最 大 内 径 を 形 成 し て い る 、 請 求 項 １ ま た は 請
求 項 ２ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ４ 】
前 記 最 大 内 径 は 、 内 視 鏡 用 途 に 用 い ら れ る あ ら ゆ る タ イ プ の 処 置 具 の 径 の 最 大 値 以 上 の 値
に 設 定 さ れ た 、 請 求 項 ３ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ５ 】
前 記 湾 曲 通 路 部 は 、 湾 曲 部 を 有 す る 湾 曲 部 材 に よ っ て 形 成 さ れ た 、 請 求 項 １ か ら 請 求 項 ４
の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ６ 】
前 記 湾 曲 部 材 は 、 湾 曲 部 を 有 す る 形 状 の パ イ プ 部 材 か ら な り 、 該 パ イ プ 部 材 に は 前 記 鉗 子
チ ャ ン ネ ル 側 の 先 端 部 に 内 径 が 縮 小 さ れ た 縮 径 部 が 形 成 さ れ 、 該 縮 径 部 の 内 径 が 前 記 処 置
具 挿 通 路 全 長 に お け る 最 小 内 径 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ７ 】
前 記 湾 曲 部 材 は 、 湾 曲 部 を 有 す る 形 状 の パ イ プ 部 材 と 、 該 パ イ プ 部 材 を 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ
ル に 連 結 さ せ る た め の 接 続 口 金 と か ら な り 、
前 記 接 続 口 金 の 内 径 が 前 記 処 置 具 挿 通 路 全 長 に お け る 最 小 内 径 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の
内 視 鏡 。
【 請 求 項 ８ 】
前 記 湾 曲 部 材 は 、 吸 引 用 の チ ュ ー ブ を 連 結 さ せ る た め の 分 岐 部 が 一 体 形 成 さ れ た 分 岐 部 一
体 型 部 材 か ら な り 、 該 分 岐 部 一 体 型 部 材 の 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル と の 接 続 端 に 内 径 が 縮 小 さ
れ た 縮 径 部 が 形 成 さ れ 、 該 縮 径 部 の 内 径 が 前 記 処 置 具 挿 通 路 全 長 に お け る 最 小 内 径 で あ る
、 請 求 項 ５ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 ９ 】
前 記 湾 曲 部 材 は 、 吸 引 用 の チ ュ ー ブ を 連 結 さ せ る た め の 分 岐 部 が 一 体 形 成 さ れ た 分 岐 部 一
体 型 部 材 と 、 該 分 岐 部 一 体 型 部 材 を 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル と 連 結 す る た め の 接 続 口 金 と か ら
な り 、
前 記 接 続 口 金 の 内 径 が 前 記 処 置 具 挿 通 路 全 長 に お け る 最 小 内 径 で あ る 、 請 求 項 ５ に 記 載 の
内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ ０ 】
前 記 分 岐 部 一 体 型 部 材 は 、 前 記 処 置 具 挿 入 口 金 と の 接 続 端 、 前 記 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 側 と の 接
続 端 、 お よ び 前 記 吸 引 用 チ ュ ー ブ へ の 接 続 端 の ３ つ の 開 口 端 へ 通 じ る 内 部 通 路 が 、 略 Ｙ 字
型 ま た は 略 Ｖ 字 型 の 形 状 を な す 、 請 求 項 ８ ま た は 請 求 項 ９ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 請 求 項 １ １ 】
前 記 分 岐 部 一 体 型 部 材 は 、 複 数 の 部 分 部 品 に 分 割 さ れ た 構 造 を 有 す る 、 請 求 項 ８ か ら 請 求
項 １ ０ の い ず れ か に 記 載 の 内 視 鏡 。
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【 請 求 項 １ ２ 】
前 記 分 岐 部 一 体 型 部 材 は 、 前 記 処 置 具 挿 入 口 金 と の 接 続 部 側 に 対 応 す る 第 １ 部 品 と 、 前 記
鉗 子 チ ャ ン ネ ル と の 接 続 部 側 に 対 応 す る 第 ２ 部 品 と に 分 割 さ れ た 構 造 を 有 す る 、 請 求 項 １
１ に 記 載 の 内 視 鏡 。
【 発 明 の 詳 細 な 説 明 】
【 ０ ０ ０ １ 】
【 発 明 の 属 す る 技 術 分 野 】
本 発 明 は 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 路 の 構 成 に 関 す る 。
【 ０ ０ ０ ２ 】
【 従 来 の 技 術 】
内 視 鏡 は 、 体 腔 内 へ 挿 入 さ れ る 可 撓 性 の 挿 入 部 、 お よ び こ の 挿 入 部 の 基 端 部 分 が 接 続 さ れ
る 操 作 部 を 有 し 、 ま た 、 こ の 操 作 部 は 接 続 部 を 介 し て 画 像 処 理 を 行 う プ ロ セ ッ サ 等 の 外 部
機 器 に 接 続 さ れ る よ う に 構 成 さ れ て い る 。 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 路 は 、 一 般 に 、 挿 入 部 内 の
可 撓 性 を 有 す る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 、 操 作 部 に お い て 外 部 に 開 口 し て 設 け ら れ た 処 置 具 挿 入 口
金 等 か ら 構 成 さ れ る 。
【 ０ ０ ０ ３ 】
処 置 具 挿 通 路 に 挿 入 し て 用 い ら れ る 処 置 具 類 と し て は 、 一 般 に 様 々 な 径 の も の が 存 在 す る
た め 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル の 内 径 よ り も 太 い も の は も ち ろ ん の こ と 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル の 内 径 よ
り も 僅 か し か 細 く な く て も 、 そ の た め 鉗 子 チ ャ ン ネ ル を 破 損 し て し ま う よ う な 処 置 具 に つ
い て は 、 術 者 が 誤 っ て 挿 入 し て し ま う こ と を 防 止 す る た め の 構 成 が 必 要 に な る 。 内 視 鏡 に
お い て 挿 入 し て 使 用 す る こ と が 許 容 さ れ る 処 置 具 径 は 、 チ ャ ン ネ ル 径 と も 呼 ば れ る 。
【 ０ ０ ０ ４ 】
図 ７ に 、 不 適 切 な 径 の 処 置 具 が 挿 入 さ れ る の を 防 止 す る た め に 、 処 置 具 挿 入 口 金 の 一 部 で
あ る 分 岐 部 材 に 形 成 し た 細 径 部 を 、 処 置 具 挿 通 路 全 長 で の 最 小 内 径 （ つ ま り 、 チ ャ ン ネ ル
径 ） と し た 従 来 の 内 視 鏡 の 構 成 の 一 例 を 示 す 。 な お 、 図 ７ は 、 処 置 具 挿 入 口 金 が 配 置 さ れ
た 操 作 部 近 辺 に お け る 処 置 具 挿 通 路 の 構 成 を 詳 細 に 図 示 し て お り 、 図 の 右 側 が 挿 入 部 の 先
端 方 向 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ５ 】
図 の よ う に 操 作 部 に は 、 処 置 具 挿 入 口 金 ２ １ が 挿 入 口 ２ １ ａ を 外 部 に 向 け て 突 出 し て 固 定
さ れ 、 ま た こ の 処 置 具 挿 入 口 金 ２ １ の 一 部 と し て 構 成 さ れ た 分 岐 部 材 ２ ２ は 、 吸 引 チ ュ ー
ブ ２ ９ と 湾 曲 し た 湾 曲 通 路 部 ２ ５ と に そ れ ぞ れ 連 結 す る た め の 二 股 の 構 造 を 有 し て い る 。
湾 曲 通 路 部 ２ ５ の 挿 入 部 側 の 先 端 が 、 可 撓 性 の チ ュ ー ブ で あ る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ２ ７ に 連 結
さ れ て い る 。
【 ０ ０ ０ ６ 】
挿 入 部 口 金 ２ １ の 一 部 と し て の 分 岐 部 材 ２ ２ の 細 径 部 ２ ２ ｃ を 処 置 具 挿 通 路 全 長 で の 最 小
内 径 と す る こ と に よ っ て 、 細 径 部 ２ ２ ｃ を 、 不 適 切 な 径 の 処 置 具 が 挿 入 さ れ る の を 規 制 す
る 径 規 制 部 と し て 機 能 さ せ る こ と が で き る 。 つ ま り 、 処 置 具 挿 入 口 金 の 部 分 で 処 置 具 の 規
制 を 行 う こ と が で き る 。 な お 処 置 具 ３ １ は 、 図 ７ に 示 す よ う に 処 置 具 挿 通 路 内 に 挿 入 さ れ
る 。 符 号 ３ １ ａ は 、 処 置 具 ３ １ の 硬 性 部 で あ る 。
【 ０ ０ ０ ７ 】
【 発 明 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】
し か し な が ら 、 処 置 具 挿 通 路 を 図 ７ の よ う に 構 成 し た と し て も 、 次 の よ う な 問 題 が 生 じ る
可 能 性 が あ る 。 す な わ ち 、 図 ７ の 構 成 で は 、 湾 曲 通 路 部 ５ よ り 上 流 側 に あ る （ 以 下 、 処 置
具 挿 入 口 金 が あ る 方 を 上 流 、 内 視 鏡 挿 入 部 の 先 端 の 方 向 を 下 流 と す る ） 分 岐 部 材 ２ ２ に 最
小 内 径 が 形 成 さ れ て い る の で 、 チ ャ ン ネ ル 径 に 近 い 太 径 の 処 置 具 や 、 硬 性 部 の 長 い 処 置 具
が 使 用 さ れ る 場 合 、 湾 曲 通 路 部 ２ ５ を 通 過 す る 際 に 処 置 具 の 動 き が 規 制 さ れ て し ま い 、 挿
脱 の 抵 抗 が 増 大 す る 場 合 や 、 最 悪 の ケ ー ス で は 、 例 え チ ャ ン ネ ル 径 よ り も 細 い 径 の 処 置 具
で あ っ て も 挿 入 不 可 能 と な る こ と が 有 り 得 る 。
【 ０ ０ ０ ８ 】
ま た 、 チ ャ ン ネ ル 径 は 、 内 視 鏡 の 使 用 目 的 に よ り 様 々 な 種 類 の も の が 存 在 す る の で 、 図 ７
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の よ う な 従 来 の 構 成 の 場 合 、 チ ャ ン ネ ル 径 の 種 類 毎 に 加 工 が 複 雑 な 専 用 の 分 岐 部 材 が 必 要
と な る 。
【 ０ ０ ０ ９ 】
本 発 明 は 以 上 の よ う な 事 情 に 鑑 み て な さ れ た 。 す な わ ち 、 本 発 明 は 、 チ ャ ン ネ ル 径 よ り も
大 き な 径 の 処 置 具 が 挿 入 さ れ の を 規 制 可 能 で あ る と 共 に 、 処 置 具 の 挿 通 性 を よ り 向 上 さ せ
る こ と を 目 的 と し 、 さ ら に は 、 こ の よ う な 構 成 を 、 部 品 の 複 雑 な 加 工 を 要 し な い よ う に 、
か つ 、 複 数 の 種 類 の チ ャ ン ネ ル 径 の 内 視 鏡 間 で 可 能 な 限 り 部 品 の 共 有 化 が で き る よ う に 実
現 す る こ と を 目 的 と す る 。
【 ０ ０ １ ０ 】
【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】
上 記 目 的 を 達 成 す る た め に 、 処 置 具 挿 入 口 金 と 、 湾 曲 部 を 有 す る 湾 曲 通 路 部 と 、 鉗 子 チ ャ
ン ネ ル と か ら な る 処 置 具 挿 通 路 の 全 長 に お け る 最 小 内 径 を 、 湾 曲 通 路 部 に お け る 湾 曲 部 よ
り も 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 側 に 設 け た 構 成 と し た （ 請 求 項 １ ） 。 こ の よ う な 構 成 に よ れ ば 、 処 置
具 挿 入 部 分 に 近 い 部 分 で 処 置 具 の 規 制 を 行 う こ と が 可 能 で あ る 。 ま た 、 最 小 内 径 は 湾 曲 部
の 下 流 に あ る の で 、 処 置 具 の 挿 通 が ス ー ム ズ に な る 。
【 ０ ０ １ １ 】
最 小 内 径 は 、 湾 曲 通 路 部 に お け る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 側 の 先 端 部 近 傍 に 形 成 さ れ て い る の が 好
ま し い 構 成 で あ る （ 請 求 項 ２ ） 。
【 ０ ０ １ ２ 】
ま た 、 処 置 具 挿 入 口 金 、 お よ び 、 湾 曲 通 路 部 に お け る 最 小 内 径 が 形 成 さ れ た 部 分 以 外 の 部
分 を 、 処 置 具 挿 通 路 全 長 に お け る 最 大 内 径 を 形 成 す る よ う に す る こ と で 、 処 置 具 の 挿 通 を
い っ そ う ス ム ー ズ に す る こ と が で き る （ 請 求 項 ３ ） 。
【 ０ ０ １ ３ 】
こ の 最 大 内 径 を 、 内 視 鏡 用 途 に 用 い ら れ る あ ら ゆ る タ イ プ の 処 置 具 の 径 の 最 大 値 以 上 の 値
に 設 定 す る こ と に よ っ て 、 最 大 内 径 を 形 成 す る 部 品 を 、 全 て の チ ャ ン ネ ル 径 の タ イ プ の 内
視 鏡 に お い て 共 用 す る こ と が で き る （ 請 求 項 ４ ） 。
【 ０ ０ １ ４ 】
湾 曲 通 路 部 は 、 湾 曲 部 を 有 す る 湾 曲 部 材 に よ っ て 形 成 す る こ と が で き る （ 請 求 項 ５ ） 。
【 ０ ０ １ ５ 】
例 え ば 、 湾 曲 部 材 を 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 側 の 先 端 部 に 内 径 が 縮 小 さ れ た 縮 径 部 が 形 成 さ れ た
、 湾 曲 部 を 有 す る 形 状 の パ イ プ 部 材 か ら 構 成 し 、 こ の 縮 径 部 の 内 径 を 、 処 置 具 挿 通 路 全 長
に お け る 最 小 内 径 と す る こ と が で き る （ 請 求 項 ６ ） 。
【 ０ ０ １ ６ 】
別 の 例 と し て 、 湾 曲 部 材 を 、 湾 曲 部 を 有 す る 形 状 の パ イ プ 部 材 と 、 該 パ イ プ 部 材 を 鉗 子 チ
ャ ン ネ ル に 連 結 さ せ る た め の 接 続 口 金 と か ら 構 成 し 、 こ の 接 続 口 金 の 内 径 を 、 処 置 具 挿 通
路 全 長 に お け る 最 小 内 径 と す る 構 成 も 可 能 で あ る （ 請 求 項 ７ ） 。
【 ０ ０ １ ７ 】
ま た 別 の 例 と し て 、 湾 曲 部 材 を 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル と の 接 続 端 に 内 径 が 縮 小 さ れ た 縮 径 部 が
形 成 さ れ 、 吸 引 用 の チ ュ ー ブ を 連 結 さ せ る た め の 分 岐 部 が 一 体 形 成 さ れ た 分 岐 部 一 体 型 部
材 か ら 構 成 し 、 こ の 縮 径 部 の 内 径 を 、 処 置 具 挿 通 路 全 長 に お け る 最 小 内 径 と す る 構 成 も 可
能 で あ る （ 請 求 項 ８ ） 。
【 ０ ０ １ ８ 】
ま た 別 の 例 と し て 、 湾 曲 部 材 を 、 吸 引 用 の チ ュ ー ブ を 連 結 さ せ る た め の 分 岐 部 が 一 体 形 成
さ れ た 分 岐 部 一 体 型 部 材 と 、 該 分 岐 部 一 体 型 部 材 を 鉗 子 チ ャ ン ネ ル と 連 結 す る た め の 接 続
口 金 と か ら 構 成 し 、 こ の 接 続 口 金 の 内 径 を 、 処 置 具 挿 通 路 全 長 に お け る 最 小 内 径 と す る 構
成 も 可 能 で あ る （ 請 求 項 ９ ） 。
【 ０ ０ １ ９ 】
分 岐 部 一 体 型 部 材 を 、 処 置 具 挿 入 口 金 と の 接 続 端 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 側 と の 接 続 端 、 お よ び
吸 引 用 チ ュ ー ブ へ の 接 続 端 の ３ つ の 開 口 端 へ 通 じ る 内 部 通 路 が 略 Ｙ 字 型 ま た は 略 Ｖ 字 型 の
形 状 を な す よ う に 構 成 す る こ と で 、 湾 曲 部 の 内 径 を 大 き く し 処 置 具 の 挿 通 を い っ そ う ス ム
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ー ズ に す る こ と が で き る （ 請 求 項 １ ０ ） 。
【 ０ ０ ２ ０ 】
分 岐 部 一 体 型 部 材 は 、 成 形 を 容 易 に す る た め に 、 複 数 の 部 分 部 品 に 分 割 さ れ た 構 造 と し て
も 良 い （ 請 求 項 １ １ ） 。 好 ま し い 例 と し て は 、 分 岐 部 一 体 型 部 材 を 、 処 置 具 挿 入 口 金 と の
接 続 部 側 に 対 応 す る 第 １ 部 品 と 、 鉗 子 チ ャ ン ネ ル と の 接 続 部 側 に 対 応 す る 第 ２ 部 品 と に 分
割 さ れ た 構 造 と す る こ と で あ る （ 請 求 項 １ ２ ） 。
【 ０ ０ ２ １ 】
【 発 明 の 実 施 の 形 態 】
図 １ は 、 本 発 明 の 実 施 形 態 と し て の 内 視 鏡 の 全 体 的 な 構 成 を 表 し て い る 。 内 視 鏡 は 、 挿 入
部 １ 、 挿 入 部 １ の 基 端 部 分 が 接 続 さ れ る 操 作 部 ３ 、 お よ び 、 外 部 機 器 と 接 続 さ れ る 接 続 部
５ か ら 構 成 さ れ る 。 挿 入 部 １ の 先 端 部 １ ａ に は 対 物 光 学 系 等 が 配 置 さ れ る 。 操 作 部 ３ に は
、 湾 曲 操 作 ノ ブ １ ３ ａ ， １ ３ ｂ 、 吸 引 ボ タ ン １ ４ 、 送 気 ・ 送 水 ボ タ ン １ ５ が 設 け ら れ て い
る 他 、 接 続 部 ５ を 介 し て 接 続 さ れ る プ ロ セ ッ サ 等 の 外 部 機 器 を 遠 隔 操 作 す る た め の ４ つ の
リ モ ー ト ボ タ ン １ １ ａ － １ １ ｄ が 配 置 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ２ 】
図 １ に お い て 符 号 ６ は 、 処 置 具 を 挿 入 す る た め の 処 置 具 挿 入 部 を 示 し て い る 。 処 置 具 挿 入
部 ６ か ら 挿 入 部 １ の 先 端 部 １ ａ に 至 っ て 処 置 具 挿 通 路 が 形 成 さ れ て い る 。 符 号 ６ ａ は 、 ゴ
ム 製 の 鉗 子 栓 で あ る 。
【 ０ ０ ２ ３ 】
図 ２ は 、 処 置 具 挿 入 部 ６ が 配 置 さ れ た 操 作 部 ３ の 近 辺 に お け る 処 置 具 挿 通 路 の 構 成 を 詳 細
に 図 示 し て い る 。 図 の 右 側 が 挿 入 部 の 先 端 １ ａ 方 向 で あ る 。 図 の よ う に 操 作 部 ３ に は 、 処
置 具 挿 入 口 金 ５ １ が 挿 入 口 ５ １ ａ を 外 部 に 向 け て 突 出 し て 固 定 さ れ 、 ま た こ の 処 置 具 挿 入
口 金 ５ １ に は 、 そ の 一 部 と し て 構 成 さ れ た 分 岐 部 材 ５ ２ が 結 合 さ れ て い る 。 分 岐 部 材 ５ ２
は 、 吸 引 チ ュ ー ブ ５ ９ と 、 湾 曲 し た 形 状 の パ イ プ 部 材 ５ ５ に そ れ ぞ れ 連 結 す る た め の 二 股
の 構 造 を 有 し て い る 。 湾 曲 通 路 部 を 構 成 す る パ イ プ 部 材 ５ ５ の 挿 入 部 側 の 先 端 が 、 可 撓 性
の チ ュ ー ブ で あ る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ５ ７ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ２ ４ 】
パ イ プ 部 材 ５ ５ は 、 図 ２ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 １ 側 の 先 端 部 分 の 内 径 が 縮 小 さ れ て 縮 径 部
５ ５ ａ を 構 成 し て い る 。 縮 径 部 ５ ５ ａ の 内 径 が 処 置 具 挿 通 路 全 長 に お け る 最 小 内 径 と な っ
て い る 。 ま た 、 パ イ プ 部 材 ５ ５ の 縮 径 部 ５ ５ ａ 以 外 の 部 分 、 処 置 具 挿 入 口 金 ５ １ 、 お よ び
分 岐 部 材 ５ ２ の 内 径 （ つ ま り 、 処 置 具 の 挿 入 口 ５ １ ａ か ら パ イ プ 部 材 ５ ５ の 湾 曲 部 ５ ５ ｂ
を 過 ぎ て 縮 径 部 ５ ５ ａ 直 前 ま で に い た る 処 置 具 挿 通 路 の 内 径 ） は 、 内 視 鏡 挿 通 路 全 長 に お
け る 最 大 内 径 で あ る と と も に 、 内 視 鏡 と し て 存 在 し 得 る あ ら ゆ る チ ャ ン ネ ル 径 を 考 慮 し 、
最 大 の チ ャ ン ネ ル 径 以 上 の 値 と さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ５ 】
処 置 具 挿 通 路 を 以 上 の よ う に 構 成 す る こ と に よ っ て 、 処 置 具 （ 符 号 ６ １ ） と し て 硬 性 部 が
比 較 的 長 い も の が 用 い ら れ る 場 合 で あ っ て も 、 図 の よ う に 挿 入 口 ５ １ ａ か ら 湾 曲 部 ５ ５ ｂ
を 通 過 し て 縮 径 部 ５ ５ ａ 直 前 に 至 る ま で 、 処 置 具 を ス ム ー ズ に 挿 入 さ せ る こ と が で き る 。
し た が っ て 、 湾 曲 部 ５ ５ ｂ を 通 過 す る 際 に 挿 脱 の 抵 抗 が 増 大 し た り 、 挿 入 不 可 と な る よ う
な こ と は な い 。 チ ャ ン ネ ル 径 を 超 え る 処 置 具 は 、 縮 径 部 ５ ５ ａ に お い て 挿 入 が 規 制 さ れ る
。
【 ０ ０ ２ ６ 】
ま た 、 図 ２ の 構 成 に よ れ ば 、 様 々 な チ ャ ン ネ ル 径 に 対 応 す る た め に 考 慮 す る こ と が 必 要 な
の は 、 パ イ プ 部 材 ５ ５ の 縮 径 部 ５ ５ ａ の 径 の み で あ る 。 つ ま り 、 チ ャ ン ネ ル 径 の 異 な る 内
視 鏡 を 構 成 す る 際 に は 、 縮 径 部 ５ ５ ａ の 径 の み 異 な る よ う に 適 宜 加 工 さ れ た パ イ プ 部 材 を
用 い れ ば 良 い 。 処 置 具 挿 入 口 金 ５ １ お よ び 分 岐 部 材 ５ ２ の 内 径 は 、 あ ら ゆ る タ イ プ の 内 視
鏡 の チ ャ ン ネ ル 径 の 最 大 値 以 上 と な っ て い る の で 、 こ れ ら の 部 品 は あ ら ゆ る 内 視 鏡 で 共 用
す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ２ ７ 】
処 置 具 挿 通 路 に 関 す る 第 ２ の 実 施 形 態 を 図 ３ に 示 す 。 図 ３ に お い て 、 内 視 鏡 の 全 体 的 な 構
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成 は 図 １ と 共 通 で あ る 。 ま た 、 図 ２ に お い て 用 い ら れ た も の と 同 一 の 構 成 部 品 に つ い て は
同 一 の 符 号 を 用 い て い る 。 図 ３ の 構 成 で は 、 湾 曲 通 路 部 を 構 成 す る パ イ プ 部 材 ６ ５ が 、 接
続 口 金 ６ ６ を 介 し て 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ５ ７ に 接 続 さ れ て い る 。 パ イ プ 部 材 ６ ５ に は 縮 径 部 は
設 け ら れ ず 、 接 続 口 金 ６ ６ の 内 径 ６ ６ ａ が 、 処 置 具 挿 通 路 全 長 に お け る 最 小 内 径 （ チ ャ ン
ネ ル 径 ） と な っ て い る 。 パ イ プ 部 材 ６ ５ の 内 径 は 、 処 置 具 挿 入 口 金 ５ １ お よ び 分 岐 部 材 ５
２ の 内 径 と 同 一 、 つ ま り あ ら ゆ る タ イ プ の 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 径 の 最 大 値 以 上 の 値 で あ る
。
【 ０ ０ ２ ８ 】
処 置 具 挿 通 路 を 以 上 の よ う に 構 成 し た の で 、 処 置 具 （ 符 号 ６ １ ） と し て 硬 性 部 が 比 較 的 長
い も の が 用 い ら れ る 場 合 で あ っ て も 、 図 の よ う に 挿 入 口 ５ １ ａ か ら 湾 曲 部 ６ ５ ｂ を 通 過 し
て 接 続 口 金 ６ ６ 直 前 に 至 る ま で 、 処 置 具 を ス ム ー ズ に 挿 入 さ せ る こ と が で き る 。 し た が っ
て 、 湾 曲 部 ６ ５ ｂ を 通 過 す る 際 に 挿 脱 の 抵 抗 が 増 大 し た り 、 挿 入 不 可 と な る よ う な こ と は
な い 。 チ ャ ン ネ ル 径 を 超 え る 処 置 具 は 、 接 続 口 金 ６ ６ の 内 径 ６ ６ ａ （ 最 小 内 径 ） に よ っ て
挿 入 が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ２ ９ 】
ま た 、 図 ３ の 構 成 に よ れ ば 、 様 々 な チ ャ ン ネ ル 径 に 対 応 す る た め に 考 慮 す る こ と が 必 要 な
の は 、 接 続 口 金 ６ ６ の 内 径 の み で あ る 。 つ ま り 、 チ ャ ン ネ ル 径 の 異 な る 内 視 鏡 を 構 成 す る
際 に は 、 適 宜 内 径 の 異 な る 接 続 口 金 を 用 い れ ば 良 い 。 ま た 、 処 置 具 挿 入 口 金 ５ １ 、 分 岐 部
材 ５ ２ の み で な く 、 湾 曲 通 路 部 を 構 成 す る パ イ プ 部 材 ６ ５ に つ い て も 、 あ ら ゆ る チ ャ ン ネ
ル 径 の 内 視 鏡 で 共 通 し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ０ 】
処 置 具 挿 通 路 に 関 す る 第 ３ の 実 施 形 態 を 図 ４ に 示 す 。 な お 、 図 ４ の 左 側 が 内 視 鏡 の 挿 入 部
１ の 先 端 方 向 で あ る 。 図 ４ に お い て 、 内 視 鏡 の 全 体 的 な 構 成 は 図 １ と 共 通 で あ り 、 ま た 、
図 ２ に お い て 用 い ら れ た も の と 同 一 の 構 成 部 品 に つ い て は 同 一 の 符 号 を 用 い て い る 。 図 ４
の 構 成 で は 、 湾 曲 通 路 部 を 構 成 す る 構 成 部 品 と し て パ イ プ 部 材 （ 図 ２ の ５ ５ ） を 用 い ず に
、 分 岐 部 材 （ 図 ２ の 符 号 ５ ２ ） と 湾 曲 通 路 部 で あ る パ イ プ 部 材 と を 一 体 化 し た 形 状 を 有 す
る 湾 曲 部 材 ７ ５ を 用 い て い る 。 湾 曲 部 材 ７ ５ は 、 金 属 射 出 成 形 等 に よ っ て つ く る こ と が で
き る 。
【 ０ ０ ３ １ 】
湾 曲 部 材 ７ ５ は 、 上 流 側 の 端 部 が 処 置 具 挿 入 口 金 ５ １ と 連 結 さ れ 、 ま た 、 処 置 具 挿 入 口 金
と の 接 続 部 分 か ら 挿 入 部 １ 側 の 先 端 部 に 至 る 湾 曲 部 か ら 分 岐 し て 形 成 さ れ た 分 岐 部 ７ ５ ｄ
に お い て 、 吸 引 チ ュ ー ブ ５ ９ 側 と 連 通 さ れ る 。 湾 曲 部 材 ７ ５ の 挿 入 部 １ 側 の 先 端 部 が 、 可
撓 性 の チ ュ ー ブ で あ る 鉗 子 チ ャ ン ネ ル ５ ７ に 連 結 さ れ て い る 。
【 ０ ０ ３ ２ 】
湾 曲 部 材 ７ ５ は 、 図 ４ に 示 す よ う に 、 挿 入 部 １ 側 の 先 端 部 分 の 径 が 縮 小 さ れ て 縮 径 部 ７ ５
ａ を 構 成 し て い る 。 縮 径 部 ７ ５ ａ の 内 径 が 処 置 具 挿 通 路 全 長 に お け る 最 小 内 径 （ チ ャ ン ネ
ル 径 ） と な っ て い る 。 ま た 、 湾 曲 部 材 ７ ５ の 縮 径 部 ７ ５ ａ 以 外 の 部 分 、 お よ び 処 置 具 挿 入
口 金 ５ １ の 内 径 （ つ ま り 、 処 置 具 の 挿 入 口 ５ １ ａ か ら 湾 曲 部 材 ７ ５ の 縮 径 部 ７ ５ ａ 直 前 ま
で に い た る 処 置 具 挿 通 路 の 内 径 ） は 、 あ ら ゆ る タ イ プ の 内 視 鏡 の チ ャ ン ネ ル 径 の 最 大 値 以
上 の 値 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ３ 】
処 置 具 挿 通 路 を 以 上 の よ う に 構 成 す る こ と に よ り 、 処 置 具 （ 符 号 ８ １ ） と し て 硬 性 部 が 比
較 的 長 い も の が 用 い ら れ る 場 合 で あ っ て も 、 図 の よ う に 処 置 具 を ス ム ー ズ に 挿 入 さ せ る こ
と が で き る 。 し た が っ て 、 湾 曲 部 を 通 過 す る 際 に 挿 脱 の 抵 抗 が 増 大 し た り 、 挿 入 不 可 と な
る よ う な こ と は な い 。 チ ャ ン ネ ル 径 を 超 え る 処 置 具 は 、 縮 径 部 ７ ５ ａ に お い て 挿 入 が 規 制
さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ４ 】
ま た 、 図 ４ に 示 し て い る よ う に 、 湾 曲 部 材 ７ ５ 内 の 通 路 が 略 Ｙ 時 型 （ ま た は 略 Ｖ 字 型 ） と
な る よ う に 、 吸 引 チ ュ ー ブ ５ ９ へ の 分 岐 部 ７ ５ ｄ を 湾 曲 部 材 ７ ５ の 湾 曲 部 か ら 分 岐 す る よ
う に 形 成 し た 。 し た が っ て 、 湾 曲 部 材 ７ ５ の 湾 曲 部 の 空 間 ７ ５ ｂ を 図 ２ お よ び 図 ３ の 場 合
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よ り も 広 く 形 成 す る こ と が で き る 。 し た が っ て 、 処 置 具 を 挿 通 す る 際 の 動 き を い っ そ う ス
ム ー ズ に す る こ と が 可 能 で あ る 。
【 ０ ０ ３ ５ 】
ま た 、 図 ４ の 構 成 に よ れ ば 、 様 々 な チ ャ ン ネ ル 径 に 対 応 す る た め に 考 慮 す る こ と が 必 要 な
の は 、 湾 曲 部 材 ７ ５ の 縮 径 部 ７ ５ ａ の 径 の み で あ る 。 つ ま り 、 チ ャ ン ネ ル 径 の 異 な る 内 視
鏡 を 構 成 す る 際 に は 、 縮 径 部 の 径 の み 異 な る よ う に 適 宜 成 形 さ れ た 湾 曲 部 材 を 用 い れ ば 良
い 。 処 置 具 挿 入 口 金 ５ １ は 、 あ ら ゆ る チ ャ ン ネ ル 径 の 内 視 鏡 で 共 通 し て 用 い る こ と が で き
る 。
【 ０ ０ ３ ６ 】
図 ５ は 、 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ り 、 図 ４ の 湾 曲 部 材 ７ ５ を 、 第 １ 湾 曲
部 材 ８ ５ と 第 ２ 湾 曲 部 材 ８ ６ の ２ つ の 分 割 さ れ た 部 品 か ら 構 成 し た も の に 対 応 す る 。 こ の
よ う な 構 成 に よ れ ば 、 湾 曲 部 材 を 構 成 す る 部 品 （ ８ ５ ， ８ ６ ） の 形 状 を 単 純 化 す る こ と が
で き る の で 、 図 ４ の 場 合 よ り も 湾 曲 部 材 の 成 形 が 容 易 に な る 。 当 然 に 、 処 置 具 の 挿 入 等 に
関 し て 図 ４ の 場 合 と 同 じ 効 果 が 得 ら れ る 。
【 ０ ０ ３ ７ 】
ま た 、 図 ５ の 構 成 に よ れ ば 、 様 々 な チ ャ ン ネ ル 径 に 対 応 す る た め に 考 慮 す る こ と が 必 要 な
の は 、 第 ２ 湾 曲 部 材 の 縮 径 部 ８ ６ ａ の 内 径 の み で あ る 。 つ ま り 、 チ ャ ン ネ ル 径 の 異 な る 内
視 鏡 を 構 成 す る 際 に は 、 縮 径 部 の 内 径 の 異 な る 第 ２ 湾 曲 部 材 を 用 い れ ば 良 い 。 し た が っ て
、 処 置 具 挿 入 口 金 ５ １ お よ び 第 １ 湾 曲 部 材 ８ ５ は 、 あ ら ゆ る チ ャ ン ネ ル 径 の 内 視 鏡 で 共 通
し て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ３ ８ 】
図 ６ は 、 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 を 示 し た も の で あ り 、 図 ４ の 湾 曲 部 材 ７ ５ に 対 応 す る 構
成 を 、 第 １ 湾 曲 部 材 ９ ５ お よ び 第 ２ 湾 曲 部 材 ９ ６ の ２ つ の 分 割 さ れ た 部 品 と 、 接 続 口 金 ９
７ と か ら 構 成 し た も の に 対 応 す る 。 湾 曲 部 材 を 構 成 す る 部 品 （ ９ ５ ， ９ ６ ） の 形 状 を 単 純
化 す る こ と が で き る の で 、 図 ４ の 場 合 よ り も 湾 曲 部 材 の 成 形 が 容 易 に な る こ と は 第 ４ の 実
施 形 態 （ 図 ５ ） の 場 合 と 同 様 で あ る 。 当 然 に 、 処 置 具 の 挿 入 等 に 関 し て 図 ４ の 場 合 と 同 じ
効 果 が 得 ら れ る 。 チ ャ ン ネ ル 径 を 超 え る 径 の 処 置 具 は 、 接 続 口 金 ９ ７ の 内 径 ９ ７ ａ （ 最 小
内 径 ） に よ っ て 挿 入 が 規 制 さ れ る 。
【 ０ ０ ３ ９ 】
ま た 、 図 ６ の 構 成 に よ れ ば 、 様 々 な チ ャ ン ネ ル 径 に 対 応 す る た め に 考 慮 す る こ と が 必 要 な
の は 、 接 続 口 金 ９ ７ の 内 径 の み で あ る 。 つ ま り 、 チ ャ ン ネ ル 径 の 異 な る 内 視 鏡 を 構 成 す る
際 に は 、 適 宜 内 径 の 異 な る 接 続 口 金 を 用 い れ ば 良 い 。 し た が っ て 、 処 置 具 挿 入 口 金 ５ １ 、
第 １ 湾 曲 部 材 ９ ５ ， お よ び 第 ２ 湾 曲 部 材 ９ ６ は 、 あ ら ゆ る チ ャ ン ネ ル 径 の 内 視 鏡 で 共 通 し
て 用 い る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ ０ 】
以 上 説 明 し た 実 施 形 態 は 、 処 置 具 挿 入 口 金 か ら 湾 曲 通 路 部 を 経 て 鉗 子 チ ャ ン ネ ル と の 接 続
部 に 至 る 挿 通 路 に お い て 、 最 小 内 径 を 湾 曲 部 よ り も 下 流 に （ 鉗 子 チ ャ ン ネ ル 側 ） に 配 置 し
た 構 成 で あ る 。 こ の よ う な 構 成 を 実 現 さ せ つ つ 、 上 述 の 実 施 形 態 に お い て 詳 細 に 説 明 し た
、 パ イ プ 部 材 （ 例 え ば ５ ５ ） 、 湾 曲 部 材 （ 例 え ば ７ ５ ） 、 接 続 口 金 （ 例 え ば ６ ６ ） 、 湾 曲
部 材 の 分 割 の 仕 方 等 を 適 宜 変 形 す る こ と が で き る 。
【 ０ ０ ４ １ 】
【 発 明 の 効 果 】
以 上 説 明 し た よ う に 本 発 明 に よ れ ば 、 チ ャ ン ネ ル 径 よ り も 大 き な 径 の 処 置 具 の 挿 入 を 規 制
す る こ と が で き る と 同 時 に 、 処 置 具 の 挿 入 を よ り ス ム ー ズ に す る こ と が 可 能 で あ る 。 チ ャ
ン ネ ル 径 に 近 い 太 径 の 処 置 具 や 、 硬 性 部 の 長 い 処 置 具 が 使 用 さ れ る 場 合 に 、 処 置 具 の 挿 脱
の 抵 抗 が 増 大 す る こ と や 、 チ ャ ン ネ ル 径 よ り も 細 い 径 の 処 置 具 で あ っ て も 挿 入 不 可 能 と な
る 事 態 を 回 避 す る こ と が で き る 。
【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】
【 図 １ 】 本 発 明 の 実 施 形 態 と し て の 内 視 鏡 の 全 体 的 な 構 成 を 表 す 図 で あ る 。
【 図 ２ 】 本 発 明 の 第 １ の 実 施 形 態 と し て 、 湾 曲 通 路 部 が パ イ プ 部 材 に よ っ て 構 成 さ れ た 処
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置 具 挿 通 路 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ３ 】 本 発 明 の 第 ２ の 実 施 形 態 と し て 、 湾 曲 通 路 部 が パ イ プ 部 材 お よ び 接 続 口 金 に よ っ
て 構 成 さ れ た 処 置 具 挿 通 路 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ４ 】 本 発 明 の 第 ３ の 実 施 形 態 と し て 、 処 置 具 挿 通 路 に お い て 吸 引 チ ュ ー ブ へ の 分 岐 部
が 一 体 化 さ れ た 湾 曲 部 材 が 用 い ら れ た 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ５ 】 本 発 明 の 第 ４ の 実 施 形 態 と し て 、 湾 曲 部 材 が ２ つ の 部 品 に 分 割 さ れ た 構 造 を 有 す
る 場 合 の 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ６ 】 本 発 明 の 第 ５ の 実 施 形 態 と し て 、 処 置 具 挿 通 路 に お い て 吸 引 チ ュ ー ブ へ の 分 岐 部
が 一 体 化 さ れ た 湾 曲 部 材 と 接 続 口 金 と が 用 い ら れ た 構 成 を 示 す 図 で あ る 。
【 図 ７ 】 従 来 の 内 視 鏡 の 処 置 具 挿 通 路 の 構 成 の 一 例 を 示 す 図 で あ る 。
【 符 号 の 説 明 】
１ 　 挿 入 部
３ 　 操 作 部
５ 　 接 続 部
５ １ 　 処 置 具 挿 入 口 金
５ ２ 　 分 岐 部 材
５ ５ 　 パ イ プ 部 材
５ ５ ａ 　 縮 径 部
５ ７ 　 鉗 子 チ ャ ン ネ ル
５ ９ 　 吸 引 チ ュ ー ブ
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【 図 ３ 】 【 図 ４ 】

【 図 ５ 】 【 図 ６ 】
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【 図 ７ 】
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